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手法 平均順位 最低順位 順位が 1 位の数
提案手法 1.7 9 11
小節間の適合率の相加平均 2.0 9 10
非和声音を考慮しない 2.2 10 11
終止を考慮しない 2.3 13 9
結果から，小節間の適合率の相加平均ではなく乗算を行い，非和
声音と終止を考慮した提案する手法が最も平均順位が良く，お
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